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1. はじめに
 近年の観光情報サイトは，「事業者が明確」

かつ「利益を発生させやすい」スポットの情報

共有に傾倒している．一方で，「子どもを連れ

て行くのに良い公園」「夜景スポット」他，ニ

ーズがあるのに情報共有が充分とは言えないス

ポットは，少なくない．この種のスポットを

「準観光スポット」と呼ぶことにする． 

本稿では「準観光スポット」の情報共有シス

テムを提案する．提案システムは，以下の三機

能を持つ：ⅰ)準観光スポットを適切なデータ構

造で情報共有する機能,ⅱ)DMO や行政に留まらず，

旅行代理店や宿泊予約サイトといった事業者側

が，認証を経てスポットの登録を容易に行える

機能, そして，ⅲ)観光者がテーマ選択によって

スポットの閲覧を容易に行える機能である．こ

こでの「テーマ」とは，前述の「夜景スポット」

等，「準観光スポット」の分類例を指す． 

2. 準観光スポット共有の従来方式
準観光スポットを情報共有する従来のサイト

は，ボランダリーベースのものが支配的で，そ

のデータ項目は必ずしも統一されていない([1]-

[7])．さらに，地域やテーマの網羅性も充分と

は言えない．文献[8]では，京都市の花見スポッ

トの探索システムを例に挙げているが，「花見」

という１つのテーマに絞ってしまっている．つ

まり既存システム/サイトでは，複数のテーマに

沿った観光スポットを発見したい場合には，複

数のサイトを見なければならない煩雑性がある． 

3. 準観光スポットの情報共有システムの提案

3.1 テーマに見合うデータ項目の決定方式 

既存サイトを複数比較し，共通項目でスキー

マを統合[9]した後，重要項目を加える．例えば，

「夜景スポット」[1][2]を例にとる場合，共通

項目として「入場料金」「雰囲気」「展望台」

「車内からの鑑賞」を採用する．さらに，重要

項目として[1]から，「運転が難しい」を採用す

る． 

「子どもを連れて行くのに良い公園」([3]- 
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[5])の場合には，共通項目として「入場料金」

「駐車場の有無」「レストラン・売店」「ベビ

ーカーでの入場」を採用する．重要項目として

[3]より，「バリアフリー」，「雨天時でも遊べ

る」を採用する． 

「ホタル鑑賞スポット」[6][7]の場合には，

共通項目として「観測時期」，「代表的なホタ

ル」，「駐車場の有無」を採用する．重要項目

として[7]より，「ホタル祭り」，「ガイド付き

鑑賞」を採用する． 

3.2 試作システム 
今回は神奈川県，広島県，岡山県，京都府の

四つの府県で，試作システムを開発した． 

3.2.1 登録メニュー 
Step1： ユーザは「登録する」ボタンを押した後，

ログインする．登録したいスポットの「地域」

「テーマ」「画像」「スポット名」「住所」

「説明」等を入力する(図 1)． 

Step2： ユーザは登録したいスポットのテーマに

沿ったデータ項目を入力し，登録する(図 2)． 

3.2.2 検索メニュー 

Step1： ユーザは「検索する」ボタンを押した後，

検索したいスポットの「地域」と「テーマ」

を選択する． 

Step2： 該当するスポットが一覧表示される(図 3)． 

図 1 登録する際のスポット情報入力画面. 
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図 2 登録する際のデータ項目入力画面. 

図 3 検索結果の一覧表示画面. 

Step3：「詳細情報」ボタンを押すと，スポットの

詳細を見ることが出来る． 

4. 評価実験

4.1 方法 

以下の 3つの課題を被験者に依頼する． 

・課題①: 神奈川県の「子どもを連れて行くのに良

い公園」を探す．ただし，「バリアフリー」か

つ「雨天時でも遊べる」という条件のスポット

を探す． 

・課題②: 京都府の「夜景スポット」を探す．ただ

し，「展望台」があり，「運転が難しい」とい

うことがないスポットを探す． 

・課題③: 岡山県の「ホタル鑑賞スポット」を探

す．ただし，「駐車場」があり，「代表的なホ

タル」がゲンジボタルという条件のスポットを

探す． 

課題①-③のいずれも，2 分間で出来るだけ多

く書き出して正解率を計測する．更に，被験者

には以下の項目について，五段階で定性的評価

を依頼する:「条件に合うスポットを容易に発見

できたか」，「各スポットの付加情報の量や内

容は適切か」，「ある種のスポットを探すため

に一つのシステム/サイトのみでは網羅できず，

複数のシステム/サイトを検索しなければならな

いことをどう思うか」 

4.2 結果(表 1) 

表 1 システムごとの課題①～③の結果 

課題①～③のいずれでも，提案システムが最

良の正解率を得た．課題③ではサイト[6]も同じ

正解率であったが，回答数では提案システムが

上回った．紙幅の都合により詳細は省くが，定

性的評価でも，提案システムが最良の結果を得

た． 

5. 結論と今後の展望
本稿では，ニーズがあるにも関わらず，利益

が発生しにくいことで情報共有が充分に為され

ない「準観光スポット」の情報共有システムを

提案した．評価実験の結果，提案システムは有

効との結果を得られた．今後の展望として，ⅰ)

Google Map と連携して地図や案内を表示する機

能,ⅱ)テーマごとの固有のデータ項目でのソー

ト，絞り込み機能,ⅲ)登録機能を使用できるユ

ーザの範囲の更なる検討[10]などが挙げられる． 
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